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(57)【要約】
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサ
ーを装備したモバイルデバイスを使用するための方法、
装置、システム、およびデバイスについて説明する。照
明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを
装備したモバイルデバイスを使用する方法は、画像セン
サーにおいて照明指標の画像をキャプチャすることを含
み得る（９０５）。照明指標は照明器具とコロケートさ
れ得る。照明指標の少なくとも１つの特性が照明指標の
画像から決定され得る（９１０）。照明指標の少なくと
も１つの特性に関連する情報が取り出され得る（９１５
）。
【選択図】　図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスを
使用する方法であって、
　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャすることと、前記照明指標が前
記照明器具とコロケートされる、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定することと、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すことと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記取り出された情報が前記照明器具のロケーションを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記照明器具の前記ロケーションが、フロアマップに関する前記照明器具の前記ロケー
ションである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも前記照明器具の前記ロケーションを使用して前記モバイルデバイスについて
のロケーションベース情報を決定すること
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの色を備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が前記照明指標内の少なくとも１つの有色領
域の位置を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つのパターンを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのパターンが、異なる色の領域を含むパターンである、請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの形状を備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　しきい値を超える輝度を有する前記画像センサーの照明領域を識別することと、前記照
明領域が前記照明指標の前記画像を少なくとも部分的に定義する、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の位置を決定するこ
ととをさらに備え、
　ここにおいて、前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、前記画像センサーの前記
照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記画像センサーの前記照明領域を識別することが、前記しきい値を超える輝度を有す
るピクセルのセットを識別することを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記画像センサーの前記照明領域を識別することが、前記画像センサーの前記照明領域
の少なくとも１つのコーナーを識別することを備え、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定す
ることが、前記画像センサーの前記照明領域の前記少なくとも１つのコーナーに関する前
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記照明指標の前記画像の前記位置を決定することを備える、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、異なる色の領域を含むパターンをさらに
備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記取り出された情報が、前記モバイルデバイスを介した閲覧または再生のためのテキ
スト情報、オーディオ情報、またはビデオ情報のうちの少なくとも１つを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項１５】
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスで
あって、
　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャするための手段と、前記照明指
標が前記照明器具とコロケートされる、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定するための手
段と、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すための手段と
を備える、モバイルデバイス。
【請求項１６】
　前記取り出された情報が前記照明器具のロケーションを備える、請求項１５に記載のモ
バイルデバイス。
【請求項１７】
　前記照明器具の前記ロケーションが、フロアマップに関する前記照明器具の前記ロケー
ションである、請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項１８】
　少なくとも前記照明器具の前記ロケーションを使用して前記モバイルデバイスについて
のロケーションベース情報を決定するための手段
をさらに備える、請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項１９】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの色を備える、請求項１５
に記載のモバイルデバイス。
【請求項２０】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が前記照明指標内の少なくとも１つの有色領
域の位置を備える、請求項１５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２１】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つのパターンを備える、請求
項１５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのパターンが、異なる色の領域を含むパターンである、請求項２１
に記載のモバイルデバイス。
【請求項２３】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの形状を備える、請求項１
５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２４】
　しきい値を超える輝度を有する前記画像センサーの照明領域を識別するための手段と、
前記照明領域が前記照明指標の前記画像を少なくとも部分的に定義する、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の位置を決定するた
めの手段とをさらに備え、
　ここにおいて、前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、前記画像センサーの前記
照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を備える、
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請求項１５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２５】
　前記画像センサーの前記照明領域を識別するための前記手段が、前記しきい値を超える
輝度を有するピクセルのセットを識別するための手段を備える、請求項２４に記載のモバ
イルデバイス。
【請求項２６】
　前記画像センサーの前記照明領域を識別するための前記手段が、前記画像センサーの前
記照明領域の少なくとも１つのコーナーを識別するための手段を備え、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定す
るための前記手段が、前記画像センサーの前記照明領域の前記少なくとも１つのコーナー
に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定するための手段を備える、
請求項２４に記載のモバイルデバイス。
【請求項２７】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、異なる色の領域を含むパターンをさらに
備える、請求項２４に記載のモバイルデバイス。
【請求項２８】
　前記取り出された情報が、前記モバイルデバイスを介した閲覧または再生のためのテキ
スト情報、オーディオ情報、またはビデオ情報のうちの少なくとも１つを備える、請求項
１５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２９】
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスで
あって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャすることと、前記照明指標が
前記照明器具とコロケートされる、
　　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定することと
、
　　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すことと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、モバイルデバイス。
【請求項３０】
　照明器具に関連する情報を取り出すための命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体であって、前記命令は、
　画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャするための命令と、前記照明指標が
前記照明器具とコロケートされる、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定するための命
令と、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すための命令と
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、２０１３年１２月１１日に出願され
た「Use of Mobile Device With Image Sensor to Retrieve Information Associated Wi
th Light Fixture」と題する、Ｊｏｖｉｃｉｃらによる米国特許出願第１４／１０３，８
３２号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
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　[0002]以下は、一般に、屋内環境における照明器具に関する情報を検出するための技法
に関する。モバイルデバイスは、モバイルデバイスの位置を推定するために、照明器具に
関する検出された情報を使用し得る。屋内環境におけるモバイルデバイスの位置の正確な
推定は、オフィス／商業環境においてモバイルフォンユーザをナビゲートすること、スー
パーマーケットまたは小売店において顧客が商品を見つけることを可能にすること、クー
ポン発行および償還、顧客サービスおよびアカウンタビリティなど、いくつかの適用例に
おいて有用であり得る。
【０００３】
　[0003]正確な位置推定を達成することは難しいタスクであり得る。屋内測位は、一般に
、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）アクセスポイント（または同様の手段）から受信された無線周
波数（ＲＦ）信号を使用して達成される。しかしながら、この技法は、モバイルデバイス
がＲＦ信号伝搬パラメータを学習することを必要とし、これは、高精度（＜１メートル）
の位置精度を達成するための大きな技術的課題をもたらす。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]説明する特徴は、概して、照明器具から光を受信し、照明器具に関連する情報を
取り出すための１つまたは複数の改善された方法、装置、システム、および／またはデバ
イスに関する。より詳細には、モバイルデバイスの画像センサー（たとえば、カメラ）が
、１つまたは複数の照明器具から光を受信するために使用され得る。照明器具によって照
明されることが可能な指標（indicia）が照明器具の中に、それの上に、またはそれに隣
接して配置される場合、画像センサーにおいて照明器具から受信される光は照明指標（il
luminated indicia）の画像を少なくとも部分的に定義し得る。モバイルデバイスは、照
明指標の少なくとも１つの特性を決定するために照明指標の画像を使用し得る。次いで、
照明指標の少なくとも１つの特性に関連する情報が取り出され得る。照明指標が特定の照
明器具に固有である場合、取り出された情報は照明器具の一意のロケーションを含み得る
。モバイルデバイスは、モバイルデバイスについてのロケーションベース情報（たとえば
、照明器具に関する（または複数の照明器具に関する）モバイルデバイスの位置、方向、
配向、および／または距離）を決定するために、照明器具のロケーションと、場合によっ
ては他の情報とを使用し得る。
【０００５】
　[0005]例示的な実施形態の第１のセットでは、照明器具に関連する情報を取り出すため
の画像センサーを装備したモバイルデバイスを使用する方法について説明する。一構成で
は、本方法は、画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャすることと、照明指標
の画像から照明指標の少なくとも１つの特性を決定することと、照明指標の少なくとも１
つの特性に関連する情報を取り出すこととを含み得る。照明指標は照明器具とコロケート
され（co-located）得る。
【０００６】
　[0006]本方法のいくつかの例では、取り出された情報は照明器具のロケーションを含み
得る。場合によっては、照明器具のロケーションは、フロアマップに関する照明器具のロ
ケーションであり得る。取り出された情報が照明器具のロケーションを含むとき、本方法
は、少なくとも照明器具のロケーションを使用してモバイルデバイスについてのロケーシ
ョンベース情報を決定することをさらに含み得る。
【０００７】
　[0007]本方法のいくつかの例では、照明指標の少なくとも１つの特性は、少なくとも１
つの色、または照明指標内の少なくとも１つの有色領域の位置、または少なくとも１つの
パターン、または少なくとも１つの形状を含み得る。照明指標の少なくとも１つの特性が
少なくとも１つのパターンを含む例では、少なくとも１つのパターンは、異なる色の領域
を有するパターンを含み得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの例では、本方法は、しきい値を超える輝度を有する画像センサーの照



(6) JP 2017-512296 A 2017.5.18

10

20

30

40

50

明領域を識別することと、画像センサーの照明領域に関する照明指標の画像の位置を決定
することとを含み得る。照明領域は照明指標の画像を少なくとも部分的に定義し得、照明
指標の少なくとも１つの特性は、画像センサーの照明領域に関する照明指標の画像の位置
を含み得る。場合によっては、画像センサーの照明領域を識別することは、しきい値を超
える輝度を有するピクセルのセットを識別することを含み得る。場合によっては、画像セ
ンサーの照明領域を識別することは、画像センサーの照明領域の少なくとも１つのコーナ
ーを識別することを含み得、画像センサーの照明領域に関する照明指標の画像の位置を決
定することは、画像センサーの照明領域の少なくとも１つのコーナーに関する照明指標の
画像の位置を決定することを含み得る。場合によっては、照明指標の少なくとも１つの特
性は、異なる色の領域を含むパターンをさらに含み得る。
【０００９】
　[0009]本方法のいくつかの例では、取り出された情報は、モバイルデバイスを介した閲
覧または再生のためのテキスト情報、オーディオ情報、またはビデオ情報のうちの少なく
とも１つを含み得る。
【００１０】
　[0010]例示的な実施形態の第２のセットでは、照明器具に関連する情報を取り出すため
の画像センサーを装備したモバイルデバイスについて説明する。一構成では、本モバイル
デバイスは、画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャするための手段と、照明
指標の画像から照明指標の少なくとも１つの特性を決定するための手段と、照明指標の少
なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すための手段とを含み得る。照明指標は照明
器具とコロケートされ得る。いくつかの例では、本モバイルデバイスは、例示的な実施形
態の第１のセットに関して上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数
の態様を実装するための手段をさらに含み得る。
【００１１】
　[0011]例示的な実施形態の第３のセットでは、照明器具に関連する情報を取り出すため
の画像センサーを装備した別のモバイルデバイスについて説明する。一構成では、本モバ
イルデバイスは、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶
された命令とを含み得る。命令は、画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャす
ることと、照明指標の画像から照明指標の少なくとも１つの特性を決定することと、照明
指標の少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すこととを行うようにプロセッサに
よって実行可能であり得る。照明指標は照明器具とコロケートされ得る。いくつかの例で
は、命令は、例示的な実施形態の第１のセットに関して上記で説明したワイヤレス通信の
ための方法の１つまたは複数の態様を実装するようにプロセッサによってさらに実行可能
であり得る。
【００１２】
　[0012]例示的な実施形態の第４のセットでは、照明器具に関連する情報を取り出すため
の命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。命令は、画像センサ
ーにおいて照明指標の画像をキャプチャするための命令と、照明指標の画像から照明指標
の少なくとも１つの特性を決定するための命令と、照明指標の少なくとも１つの特性に関
連する情報を取り出すための命令とを含み得る。照明指標は照明器具とコロケートされ得
る。いくつかの例では、命令は、例示的な実施形態の第１のセットに関して上記で説明し
たワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実装するための命令を含み得る
。
【００１３】
　[0013]説明する方法および装置の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するため
の形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。当業者には発明を実施するた
めの形態の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が明らかになるので、発明を実施す
るための形態および特定の例は、例示として与えられるものにすぎない。
【００１４】
　[0014]本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
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。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、
同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要
素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベル
のみが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ
第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】[0015]ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0016]いくつかの照明器具の下に位置するモバイルデバイスの一例を示す図。
【図３】[0017]様々な実施形態による、照明指標を有する照明器具の平面図。
【図４】[0018]様々な実施形態による、いくつかの照明器具によって照明される画像セン
サーの平面図。
【図５】[0019]様々な実施形態による、照明器具に関連する情報を受信するためのモバイ
ルデバイスを示すブロック図。
【図６】様々な実施形態による、照明器具に関連する情報を受信するためのモバイルデバ
イスを示すブロック図。
【図７】様々な実施形態による、照明器具に関連する情報を受信するためのモバイルデバ
イスを示すブロック図。
【図８】様々な実施形態による、照明器具に関連する情報を受信するためのモバイルデバ
イスを示すブロック図。
【図９】[0020]様々な実施形態による、照明器具に関連する情報を取り出すための画像セ
ンサーを装備したモバイルデバイスを使用する方法を示すフローチャート。
【図１０】様々な実施形態による、照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサ
ーを装備したモバイルデバイスを使用する方法を示すフローチャート。
【図１１】様々な実施形態による、照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサ
ーを装備したモバイルデバイスを使用する方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0021]照明器具に関連する情報の取出しは、照明されることが可能な指標を照明器具の
中に、それの上に、またはそれに隣接して配置することによって可能にされ得る。指標が
一意である場合、モバイルデバイスの画像センサーにおいてキャプチャされた指標の画像
は、照明器具の一意のロケーションを取り出すために使用され得る。場合によっては、照
明指標は、照明可能な有色領域のアレイを有するステッカーを含み得る。ステッカーは、
場合によっては、照明器具の上にまたはそれに隣接して容易に配置され、（たとえば、よ
り安価なおよび／または既存の照明器具を可視光通信（ＶＬＣ：visible light communic
ation）照明器具と交換することとは対照的に）照明器具を識別することをより迅速にお
よび／またはより低コストにし得る。
【００１７】
　[0022]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、適用
可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱すること
なく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、適
宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明する方
法は、説明する順序とは異なる順序で実施され得、様々なステップが追加、省略、または
組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明する特徴は、他の実施形態
において組み合わせられ得る。
【００１８】
　[0023]最初に図１を参照すると、図は、ワイヤレス通信システム１００の一例を示して
いる。システム１００は、複数のアクセスポイント（たとえば、基地局、ｅＮＢ、または
ＷＬＡＮアクセスポイント）１０５と、いくつかのモバイルデバイス１１５と、コアネッ
トワーク１３０とを含む。アクセスポイント１０５のうちのいくつかは、様々な実施形態
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ではコアネットワーク１３０またはいくつかのアクセスポイント１０５（たとえば、基地
局またはｅＮＢ）の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）の制御下でモバイ
ルデバイス１１５と通信し得る。アクセスポイント１０５のうちのいくつかは、バックホ
ール（backhaul）１３２を通してコアネットワーク１３０と制御情報および／またはユー
ザデータを通信し得る。いくつかの実施形態では、アクセスポイント１０５のうちのいく
つかは、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を
介して互いと直接または間接的に通信し得る。システム１００は、複数のキャリア（異な
る周波数の波形信号）上の動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャ
リア上で同時に被変調信号を送信することができる。たとえば、各通信リンク１２５は、
様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異
なるキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オー
バーヘッド情報、データなどを搬送し得る。
【００１９】
　[0024]アクセスポイント１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介し
てモバイルデバイス１１５とワイヤレス通信し得る。アクセスポイント１０５の各々は、
それぞれのカバレージエリア１１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態で
は、アクセスポイント１０５は、基地局、基地トランシーバ局（ＢＴＳ）、無線基地局、
無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノ
ードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、ＷＬＡＮアク
セスポイント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。アクセスポイント
のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに
分割され得る（図示せず）。システム１００は、異なるタイプのアクセスポイント１０５
（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。
アクセスポイント１０５はまた、異なる無線技術を利用し得る。アクセスポイント１０５
は同じまたは異なるアクセスネットワークに関連付けられ得る。同じまたは異なるタイプ
のアクセスポイント１０５のカバレージエリアを含み、同じまたは異なる無線技術を利用
し、ならびに／あるいは同じまたは異なるアクセスネットワークに属する、異なるアクセ
スポイント１０５のカバレージエリアは重複し得る。
【００２０】
　[0025]いくつかの実施形態では、システム１００はＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａ通
信システム（またはネットワーク）を含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムでは、
発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、アクセスポイント１０５のうちの１つ
を表すために使用され得、ユーザ機器（ＵＥ）という用語は、概して、モバイルデバイス
１１５のうちの１つを表すために使用され得る。システム１００はまた、異なるタイプの
ｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークで
あり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および
／または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、概して、比較的
大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバ
イダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、
概して、比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダの
サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセル
は、概して、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、無
制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グル
ープ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど
）による制限付きアクセスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢ
と呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。ま
た、フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることが
ある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポー
トし得る。
【００２１】
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　[0026]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介しておよび／またはバックホール１３２を介して（たとえ
ば、コアネットワーク１３０を通して）、直接または間接的に互いと通信し得る。ワイヤ
レス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合
、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は近似的に時間
的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを有し得、異
なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明するモバイル
デバイス１１５は、同期動作または非同期動作のいずれかにおいて使用され得る。
【００２２】
　[0027]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、モバイルデバイ
ス、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモ
ートユニット、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレット
コンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、時計または眼鏡などの装
着可能なアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マ
クロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る
。ＵＥはまた、セルラーまたは他のＷＷＡＮアクセスネットワーク、あるいはＷＬＡＮア
クセスネットワークなど、異なるアクセスネットワーク上で通信することが可能であり得
る。
【００２３】
　[0028]システム１００に示された通信リンク１２５は、（たとえば、ＵＥ１１５からｅ
ＮＢ１０５への）アップリンク（ＵＬ）送信を搬送するためのアップリンク、および／ま
たは（たとえば、ｅＮＢ１０５からＵＥ１１５への）ダウンリンク（ＤＬ）送信を搬送す
るためのダウンリンクを含み得る。ＵＬ送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもあり、
ＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもある。
【００２４】
　[0029]場合によっては、モバイルデバイス１１５は、画像をキャプチャすることが可能
な画像センサーを含み得る。モバイルデバイス１１５が屋内環境において画像をキャプチ
ャするとき、画像は、画像センサーを照明するいくつかの照明器具に対応するいくつかの
照明領域を含み得る。
【００２５】
　[0030]図２は、いくつかの照明器具２０５－ａ、２０５－ｂ、２０５－ｃ、２０５－ｄ
、２０５－ｅ、および２０５－ｆの下に位置するモバイルデバイス１１５－ａの一例を示
す図２００である。モバイルデバイス１１５－ａは、図１を参照しながら説明したモバイ
ルデバイス１１５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。場合によっては、照明器具
のサブセット（たとえば、照明器具のうちの特定の１つまたは複数のみ）がモバイルデバ
イス１１５－ａを照明し得る。たとえば、図２では、モバイルデバイス１１５－ａは照明
器具２０５－ｆのみから照明２１０を受信する。モバイルデバイス１１５－ａが照明器具
２０５－ａ、２０５－ｂ、２０５－ｃ、２０５－ｄ、２０５－ｅ、および２０５－ｆの下
のある位置から別の位置に移動されたとき、照明器具の異なるサブセットがモバイルデバ
イス１１５－ａの画像センサーを照明し得る。
【００２６】
　[0031]図３は、様々な実施形態による、照明指標３１５を有する照明器具２０５－ｇの
平面図３００である。照明指標３１５は、照明器具２０５－ｇに固有であり、それにより
、図１および／または図２を参照しながら説明したモバイルデバイスのうちの１つなどの
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モバイルデバイスが照明器具２０５－ｇを一意に識別することを可能にし得る。図示のよ
うに、照明指標３１５はパターンを含み得、ここで、パターンは、異なる色のＮ個の領域
（たとえば、領域３１０－ａおよび３１０－ｂを含む５つの領域（Ｎ＝５））を含む。い
くつかの実施形態では、各領域はＫ個の可能な色のうちの１つを呈し得る。また、場合に
よっては、有色領域のパターンは、Ｐ個の可能な位置のうちの１つ（たとえば、位置３０
５－ａおよび３０５－ｂを含むＰ個の可能な位置のうちの１つ）に配置され得る。
【００２７】
　[0032]Ｎ個の要素の各々がＫ個の可能な色のうちの１つを呈することが可能である、Ｐ
個の位置のうちの１つに位置するＮ個の要素のパターンを仮定すると、Ｐ＊Ｋ＾Ｎ個の一
意の識別子が可能である。したがって、Ｎ＝５、Ｋ＝１０、およびＰ＝８である場合、８
００，０００個の一意の識別子が可能である（２０ビット識別子と等価）。数Ｎ、Ｋ、お
よびＰを選択する際に、一意の識別子の数と、（たとえば、モバイルデバイス１１５にお
いて）照明指標の画像を処理するために使用されるアルゴリズムのロバストネス（robust
ness）と、照明器具の美しさへの影響との間のトレードオフが行われ得る。いくつかの実
施形態では、照明指標３１５は、１センチメートル×１センチメートルの有色領域を使用
して４フィート×８フィートのオーバーヘッド照明器具上に設けられ得る。
【００２８】
　[0033]図４は、様々な実施形態による、いくつかの照明器具によって照明される画像セ
ンサー４０５の平面図である。画像センサー４０５は、図１および／または図２を参照し
ながら説明したモバイルデバイス１１５のうちの１つに組み込まれ得る。
【００２９】
　[0034]例として、画像センサー４０５は、その各々がそれぞれの照明器具２０５に対応
する、２つの照明領域４１０－ａ、４１０－ｂを有することが示されている。第１の照明
領域４１０－ａは、第１の照明器具に関連する照明指標の画像４１５－ａを含み、第２の
照明領域４１０－ｂは、第２の照明器具に関連する照明指標の画像４１５－ｂを含む。図
４に示されているものなどの画像を復号し、使用するための方法および装置について、図
５～図１１を参照しながら説明する。
【００３０】
　[0035]次に図５を参照すると、ブロック図５００は、様々な実施形態による、照明器具
に関連する情報を受信するためのモバイルデバイス１１５－ｂを示している。モバイルデ
バイス１１５－ｂは、図１および／または図２を参照しながら説明したモバイルデバイス
１１５のうちの１つの１つまたは複数の態様の一例であり得る。モバイルデバイス１１５
－ｂはプロセッサでもあり得る。モバイルデバイス１１５－ｂは、受信機モジュール５０
５、画像および情報処理モジュール５１０、ならびに／または送信機モジュール５１５を
含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００３１】
　[0036]モバイルデバイス１１５－ｂの構成要素は、適用可能な機能の一部または全部を
ハードウェアで実施するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）を用いて、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つ
または複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で
実施され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムさ
れ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）
が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００３２】
　[0037]受信機モジュール５０５は、１つまたは複数の照明器具２０５から光を受信する
ための画像センサーを含み得る。受信機モジュール５０５は、セルラー受信機および／ま
たはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）受信機などの無線周波数（ＲＦ
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）受信機をも含み得る。セルラー受信機は、場合によってはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機を
含み得る。セルラー受信機は、図１に示されたワイヤレス通信システム１００など、ワイ
ヤレス通信システムの１つまたは複数の通信チャネルを介して様々なタイプのデータおよ
び／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。ＷＬＡＮ受信機
は、ＷＬＡＮを介して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）
を受信するために使用され得る。
【００３３】
　[0038]画像および情報処理モジュール５１０は様々な機能を実施し得る。いくつかの実
施形態では、画像および情報処理モジュール５１０は受信機モジュール５０５および／ま
たは送信機モジュール５１５の動作を管理し得る。たとえば、画像および情報処理モジュ
ール５１０は、周期的にまたはトリガに応じて、受信機モジュール５０５に１つまたは複
数の照明器具の画像（たとえば、天井の１つまたは複数の照明器具の画像）をキャプチャ
させ得る。１つまたは複数の照明器具の画像は１つまたは複数の照明指標の画像を含み得
、ここにおいて、各照明指標は、対応する照明器具とコロケートされ、それの対応する照
明器具の中に、それの上に、またはそれに隣接して配置される。照明指標は、たとえば、
特定の照明器具の中に、それの上に、またはそれに隣接して配置された有色フィルタおよ
び／または光遮断要素を含み得る。各照明器具に関連する指標は一意であり得る（または
、照明器具の集団内で比較的低い頻度で繰り返され得る）。このようにして、画像および
情報処理モジュール５１０は、照明器具のロケーションを取り出すために、特定の照明器
具とコロケートされた照明指標を使用し得る。代替または追加として、画像および情報処
理モジュール５１０は、モバイルデバイス１１５－ｂを介した閲覧または再生のための情
報を取り出すために、特定の照明器具とコロケートされた照明指標を使用し得る。場合に
よっては、情報は、モバイルデバイス１１５－ｂが位置する場所に関する有用なおよび／
または興味深い情報を含み得る。情報は広告をも含み得る。
【００３４】
　[0039]送信機モジュール５１５は、セルラー送信機および／またはＷＬＡＮ送信機など
のＲＦ送信機を含み得る。セルラー送信機は、場合によってはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機
を含み得る。セルラー送信機は、図１に示されたワイヤレス通信システム１００など、ワ
イヤレス通信システムの１つまたは複数の通信チャネルを介して様々なタイプのデータお
よび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。ＷＬＡＮ送信
機は、ＷＬＡＮを介して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信
）を送信するために使用され得る。
【００３５】
　[0040]次に図６を参照すると、ブロック図６００は、様々な実施形態による、照明器具
に関連する情報を受信するためのモバイルデバイス１１５－ｃを示している。モバイルデ
バイス１１５－ｃは、図１、図２、および／または図５を参照しながら説明したモバイル
デバイス１１５のうちの１つの１つまたは複数の態様の一例であり得る。モバイルデバイ
ス１１５－ｃはプロセッサでもあり得る。モバイルデバイス１１５－ｃは、受信機モジュ
ール５０５－ａ、画像および情報処理モジュール５１０－ａ、ならびに／または送信機モ
ジュール５１５を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００３６】
　[0041]モバイルデバイス１１５－ｃの構成要素は、適用可能な機能の一部または全部を
ハードウェアで実施するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にま
たはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニ
ット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施され得る。他の実施形
態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回
路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセ
ミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、
１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマ
ットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
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【００３７】
　[0042]受信機モジュール５０５－ａは、図５を参照しながら説明した受信機モジュール
５０５の１つまたは複数の態様の一例であり得、１つまたは複数の照明器具２０５から光
を受信するための画像センサー４０５－ａを含み得る。受信機モジュール５０５－ａは、
たとえば、セルラー受信機および／またはＷＬＡＮ受信機を含むＲＦ受信機モジュール６
０５をも含み得る。セルラー受信機は、場合によってはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機を含み
得る。セルラー受信機は、図１に示されたワイヤレス通信システム１００など、ワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信チャネルを介して様々なタイプのデータおよび／
または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。ＷＬＡＮ受信機は、
ＷＬＡＮを介して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受
信するために使用され得る。
【００３８】
　[0043]画像および情報処理モジュール５１０－ａは、図５を参照しながら説明した画像
および情報処理モジュール５１０の１つまたは複数の態様の一例であり得、画像キャプチ
ャ管理モジュール６１０、画像分析モジュール６１５、および／または情報取出しモジュ
ール６２０を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００３９】
　[0044]いくつかの実施形態では、画像キャプチャ管理モジュール６１０は、照明指標の
画像をキャプチャするように画像センサー４０５－ａを動作させるために使用され得る。
照明指標は照明器具とコロケートされ得る。
【００４０】
　[0045]いくつかの実施形態では、画像分析モジュール６１５は、照明指標の画像から、
照明指標の少なくとも１つの特性を決定するために使用され得る。
【００４１】
　[0046]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
色を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、またはそれ
に隣接して配置された１つまたは複数の有色フィルタ（たとえば、照明指標）に対応する
少なくとも１つの色（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。ある場合には、照
明指標の画像の全体が特定の色を有し得る。他の場合には、少なくとも１つの色は、異な
る色の領域を含むパターンを定義する２つまたはそれ以上の色を含み得る。場合によって
は、パターンを読み取る画像分析モジュールの順序はアプリオリ（a priori）に指定され
得、パターンを読み取る順序は、照明器具のコーナーまたは他の識別可能な要素に関して
指定される。
【００４２】
　[0047]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
パターンを含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、また
はそれに隣接して配置された有色フィルタ（たとえば、照明指標）の少なくとも１つの構
成に対応する少なくとも１つのパターン（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る
。照明されたとき、有色フィルタの構成は、異なる色の領域を含む少なくとも１つのパタ
ーンを生成し得る。追加または代替として、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの
上に、またはそれに隣接して配置された光遮断要素（たとえば、金属部分、ペイントされ
た部分、不透明部分、半透明部分など）の少なくとも１つの構成に対応する少なくとも１
つのパターンを含み得る。照明されたとき、光遮断要素の構成は、照明された領域と照明
されない領域（および／またはより明るい領域とあまり明るくない領域）を含む少なくと
も１つのパターンを生成し得る。光遮断要素の数およびサイズは、検出可能であるのに十
分であるが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉を回避するのに十
分小さいことがある。場合によっては、パターンを読み取る画像分析モジュールの順序は
アプリオリに指定され得、パターンを読み取る順序は、照明器具のコーナーまたは他の識
別可能な要素に関して指定される。
【００４３】
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　[0048]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
形状を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、またはそ
れに隣接して配置された少なくとも１つの形状（たとえば、照明指標）に対応する少なく
とも１つの識別可能な形状（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。形状は、た
とえば、照明された周縁を有する光遮断形状、または光遮断周縁によって画定される照明
領域であり得る。光遮断形状および／または光遮断周縁は、検出可能であるのに十分大き
いかまたは十分暗いが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉を回避
するのに十分小さいことがある。場合によっては、光遮断形状および／または光遮断周縁
は、ある程度の光が通ることを可能にするが、照明のより明るいまたはあまり明るくない
フィールドの中で検出可能であるのに十分な光をフィルタ処理または反射し得る。
【００４４】
　[0049]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は照明指標内の少な
くとも１つの有色領域の位置を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明指標のコー
ナーに関する特定の位置（たとえば、８つの異なる位置のうちの１つ）を有する少なくと
も１つの有色領域を含み得る。
【００４５】
　[0050]いくつかの実施形態では、情報取出しモジュール６２０は、照明指標の少なくと
も１つの特性に関連する情報を取り出すために使用され得る。
【００４６】
　[0051]取り出された情報は、場合によっては照明器具のロケーションを含み得る。ロケ
ーションは、たとえば、絶対ロケーション（たとえば、ＧＰＳ座標）またはマップ（たと
えば、フロアマップ）に関する照明器具のロケーションを含み得る。取り出された情報は
、同じくまたは代替的に、モバイルデバイス１１５－ｃを介した閲覧または再生のための
テキスト情報、オーディオ情報、および／またはビデオ情報のうちの少なくとも１つを含
み得る。場合によっては、情報は、モバイルデバイス１１５－ｃが位置する場所に関する
有用なおよび／または興味深い情報を含み得る。情報は広告をも含み得る。
【００４７】
　[0052]情報は、ローカルで（たとえば、モバイルデバイス１１５－ｃに記憶されたデー
タベースまたは他の記憶構造から）またはリモートで（たとえば、ワイヤレス通信ネット
ワークを介してアクセスされるデータベースまたは他の記憶構造から）情報取出しモジュ
ール６２０によって取り出され得る。
【００４８】
　[0053]送信機モジュール５１５は、図４を参照しながら説明したものと同様に構成され
得る。
【００４９】
　[0054]次に図７を参照すると、ブロック図７００は、様々な実施形態による、照明器具
に関連する情報を受信するためのモバイルデバイス１１５－ｄを示している。モバイルデ
バイス１１５－ｄ５は、図１、図２、図５、および／または図６を参照しながら説明した
モバイルデバイス１１５のうちの１つの１つまたは複数の態様の一例であり得る。モバイ
ルデバイス１１５－ｄはプロセッサでもあり得る。モバイルデバイス１１５－ｄは、受信
機モジュール５０５－ａ、画像および情報処理モジュール５１０－ｂ、ならびに／または
送信機モジュール５１５を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していること
がある。
【００５０】
　[0055]モバイルデバイス１１５－ｄの構成要素は、適用可能な機能の一部または全部を
ハードウェアで実施するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にま
たはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニ
ット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施され得る。他の実施形
態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回
路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセ
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ミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、
１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマ
ットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００５１】
　[0056]受信機モジュール５０５－ａは、図６を参照しながら説明したものと同様に構成
され得る。
【００５２】
　[0057]画像および情報処理モジュール５１０－ｂは、図５および／または図６を参照し
ながら説明した画像および情報処理モジュール５１０の１つまたは複数の態様の一例であ
り得、画像キャプチャ管理モジュール６１０－ａ、画像分析モジュール６１５－ａ、情報
取出しモジュール６２０、および／またはロケーションベース情報決定モジュール７２５
を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００５３】
　[0058]いくつかの実施形態では、画像キャプチャ管理モジュール６１０－ａは、図６に
関して説明した画像キャプチャ管理モジュール６１０の一例であり得、１つまたは複数の
照明器具（たとえば、天井の１つまたは複数の照明器具）の画像をキャプチャするように
画像センサー４０５－ａを動作させるために使用され得る。
【００５４】
　[0059]いくつかの実施形態では、画像分析モジュール６１５－ａは、画像分析モジュー
ル６１５の一例であり得、照明領域識別モジュール７０５、照明指標識別モジュール７１
０、照明指標位置決定モジュール７１５、および／または照明指標特性決定モジュール７
２０を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００５５】
　[0060]いくつかの実施形態では、照明領域識別モジュール７０５は、画像センサーの照
明領域を識別するために使用され得る。照明領域は、しきい値を超える輝度を有し得、照
明器具によって放出される光に対応し得る。いくつかの実施形態では、照明器具は、図２
および／または図３を参照しながら説明した照明器具２０５のうちの１つであり得る。
【００５６】
　[0061]いくつかの実施形態では、照明領域識別モジュール７０５は、十分に明るい画像
のすべてのピクセルを識別するために、画像センサー４０５－ａによってキャプチャされ
た画像をセグメント化することによって照明領域を識別し得る。これは、たとえば、色相
－彩度－値（ＨＳＶ：Hue-Saturation-Value）空間（あるいは、赤、緑、および青（ＲＧ
Ｂ）空間、または色相、彩度、および明度（ＨＳＬ）空間など、色を検出するための等価
な空間）において、または画像をグレースケールに変換した後に行われ得る。照明領域が
ＨＳＶ空間において識別される場合、照明領域は、しきい値を超える（たとえば、しきい
値を上回る）値（すなわち、Ｖ、輝度値）と、しきい値を超えない（たとえば、しきい値
を下回る）彩度（すなわち、Ｓ）とを有するピクセルの領域を識別することによって識別
され得る。しきい値は、画像センサーの現在使用されている露出設定の関数であり得る。
しきい値と露出設定との間の関係は、アプリオリに作表され、モバイルデバイス１１５－
ｄに記憶され得る。屋内環境における照明器具の一般的な輝度は予測しやすいことがある
（たとえば、屋内環境における照明器具は、指向照射条件の下で４００～１０００ルクス
の照度を生成するようにしばしば構成される）ので、そのような固定の事前決定された表
が形成され得る。
【００５７】
　[0062]いくつかの実施形態では、照明領域識別モジュール７０５は、照明領域の少なく
とも１つのコーナーまたは他の識別可能な要素を識別し得る。たとえば、十分な輝度の領
域を識別した後に、領域の外周の輪郭が、Ｑｕａｌｃｏｍｍ（登録商標）Ｆａｓｔ　Ｃｏ
ｍｐｕｔｅｒ　Ｖｉｓｉｏｎ（ＦａｓｔＣＶ）ライブラリなどのコーナー検出アルゴリズ
ムを使用して分析され得る。
【００５８】
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　[0063]いくつかの実施形態では、照明指標識別モジュール７１０は、照明指標の画像を
識別するために使用され得る。照明指標の画像は、照明領域識別モジュール７０５によっ
て識別された照明領域によって少なくとも部分的に定義され得る。照明指標は、画像セン
サー４０５－ａの照明領域がそれに対応する照明器具とコロケートされ得る。たとえば、
照明指標は、図２および／または図３を参照しながら説明した照明器具２０５のうちの１
つとコロケートされ得る。
【００５９】
　[0064]いくつかの実施形態では、照明指標位置決定モジュール７１５は、画像センサー
４０５－ａの照明領域に関する照明指標の画像の位置を決定するために使用され得る。
【００６０】
　[0065]照明領域識別モジュール７０５が画像センサー４０５－ａの照明領域の少なくと
も１つのコーナーを識別する実施形態では、照明指標位置決定モジュール７１５は、画像
センサー４０５－ａの照明領域の少なくとも１つのコーナーに関する照明指標の画像の位
置を決定することによって、画像センサー４０５－ａの照明領域に関する照明指標の画像
の位置を決定し得る。
【００６１】
　[0066]いくつかの実施形態では、照明指標位置決定モジュール７１５は、照明指標の画
像が、画像センサー４０５－ａの照明領域に関するＰ個の可能な位置（またはスロット）
のうちの１つを占有するかどうかを決定し得る。照明領域のコーナーに、したがって、照
明領域がそれに対応する照明器具のコーナーに対するＰ個の可能な位置は、モバイルデバ
イス１１５－ｄにアプリオリに知られていることがある。照明指標の画像によって占有さ
れる位置は、たとえば、Ｐ個の位置の各々の中心ピクセルをサンプリングし、それらが非
白色カラーコンテンツ（または何らかの所定のカラーコンテンツ）を有するかどうかを決
定することによって決定され得る。たとえば、照明器具は、概して白色照明を与えるが、
いくつかの色フィルタに対応する少量の非白色照明を与え得る。非白色カラーコンテンツ
を有する１つまたは複数のサンプリングされたピクセルは、照明指標が非白色ピクセルに
対応する位置を占有することを示し得る。
【００６２】
　[0067]照明指標特性決定モジュール７２０は、照明指標の画像から照明指標の少なくと
も１つの特性を決定するために使用され得る。照明指標の少なくとも１つの特性は、少な
くとも、（たとえば、照明指標位置決定モジュール７１５によって決定された）画像セン
サー４０５－ａの照明領域に関する照明指標の画像の位置を含み得る。
【００６３】
　[0068]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
色をさらに含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、また
はそれに隣接して配置された１つまたは複数の有色フィルタ（たとえば、照明指標）に対
応する少なくとも１つの色（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。ある場合に
は、照明指標の画像の全体が特定の色を有し得る。他の場合には、少なくとも１つの色は
、異なる色の領域を含むパターンを定義する２つまたはそれ以上の色を含み得る。場合に
よっては、パターンを読み取る照明指標特性決定モジュールの順序はアプリオリに指定さ
れ得、パターンを読み取る順序は、照明器具のコーナーまたは他の識別可能な要素に関し
て指定される。
【００６４】
　[0069]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
パターンをさらに含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に
、またはそれに隣接して配置された有色フィルタ（たとえば、照明指標）の少なくとも１
つの構成に対応する少なくとも１つのパターン（たとえば、少なくとも１つの特性）を含
み得る。照明されたとき、有色フィルタの構成は、異なる色の領域を含む少なくとも１つ
のパターンを生成し得る。追加または代替として、照明指標の画像は、照明器具の中に、
それの上に、またはそれに隣接して配置された光遮断要素（たとえば、金属部分、ペイン
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トされた部分、不透明部分、半透明部分など）の少なくとも１つの構成に対応する少なく
とも１つのパターンを含み得る。照明されたとき、光遮断要素の構成は、照明された領域
と照明されない領域（および／またはより明るい領域とあまり明るくない領域）を含む少
なくとも１つのパターンを生成し得る。光遮断要素の数およびサイズは、検出可能である
のに十分であるが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉を回避する
のに十分小さいことがある。場合によっては、パターンを読み取る画像分析モジュールの
順序はアプリオリに指定され得、パターンを読み取る順序は、照明器具のコーナーまたは
他の識別可能な要素に関して指定される。
【００６５】
　[0070]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
形状をさらに含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、ま
たはそれに隣接して配置された少なくとも１つの形状（たとえば、照明指標）に対応する
少なくとも１つの識別可能な形状（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。形状
は、たとえば、照明された周縁を有する光遮断形状、または光遮断周縁によって画定され
る照明領域であり得る。光遮断形状および／または光遮断周縁は、検出可能であるのに十
分大きいかまたは十分暗いが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉
を回避するのに十分小さいことがある。場合によっては、光遮断形状および／または光遮
断周縁は、ある程度の光が通ることを可能にするが、照明のより明るいまたはあまり明る
くないフィールドの中で検出可能であるのに十分な光をフィルタ処理または反射し得る。
【００６６】
　[0071]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は照明指標内の少な
くとも１つの有色領域の位置をさらに含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明指標
のコーナーに関する特定の位置（たとえば、８つの異なる位置のうちの１つ）を有する少
なくとも１つの有色領域を含み得る。
【００６７】
　[0072]いくつかの実施形態では、情報取出しモジュール６２０－ａは、照明指標の少な
くとも１つの特性に関連する情報を取り出すために使用され得る。
【００６８】
　[0073]取り出された情報は、場合によっては照明器具のロケーションを含み得る。ロケ
ーションは、たとえば、絶対ロケーション（たとえば、ＧＰＳ座標）またはマップ（たと
えば、フロアマップ）に関する照明器具のロケーションを含み得る。取り出された情報は
、同じくまたは代替的に、モバイルデバイス１１５－ｃを介した閲覧または再生のための
テキスト情報、オーディオ情報、および／またはビデオ情報のうちの少なくとも１つを含
み得る。場合によっては、情報は、モバイルデバイス１１５－ｃが位置する場所に関する
有用なおよび／または興味深い情報を含み得る。情報は広告をも含み得る。
【００６９】
　[0074]情報は、ローカルで（たとえば、モバイルデバイス１１５－ｃに記憶されたデー
タベースまたは他の記憶構造から）またはリモートで（たとえば、ワイヤレス通信ネット
ワークを介してアクセスされるデータベースまたは他の記憶構造から）情報取出しモジュ
ール６２０によって取り出され得る。
【００７０】
　[0075]いくつかの実施形態では、ロケーションベース情報決定モジュール７２５は、モ
バイルデバイス１１５－ｄについてのロケーションベース情報を決定するために、少なく
とも照明器具のロケーションを使用し得る。場合によっては、ロケーションベース情報は
、モバイルデバイス１１５－ｄが位置する建築物、建築物領域、および／または部屋の識
別情報を含み得る。ロケーションベース情報は、同じくまたは代替的に、モバイルデバイ
ス１１５－ｄと照明器具との間の推定距離を含み得る。ロケーションベース情報はまた、
モバイルデバイス１１５－ｄのロケーション（たとえば、照明器具から受信された光の推
定到来角、および／または画像センサーの照明領域の形状、その照明領域は（たとえば、
照明領域は照明指標の画像を含んでおり、その照明指標は照明器具に関連すると決定され
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るので）照明器具に起因する、に基づくロケーションを含み得る。またさらに、ロケーシ
ョンベース情報は、同じくまたは代替的に、照明器具に関するモバイルデバイス１１５－
ｄの配向を含み得る。配向は、場合によっては、画像センサーの照明領域の形状から導出
され得、その照明領域は照明器具に起因する。
【００７１】
　[0076]モバイルデバイス１１５－ｄの画像センサー４０５－ａを照明する複数の照明器
具がある場合、モバイルデバイス１１５－ｄの位置が（たとえば、地磁界（たとえば、Ｇ
ＰＳ座標系）またはマップ（たとえば、フロアマップ）に関して）決定され得る。
【００７２】
　[0077]送信機モジュール５１５は、図４を参照しながら説明したものと同様に構成され
得る。
【００７３】
　[0078]図８は、様々な実施形態による、モバイルデバイス１１５－ｅの一例を示すブロ
ック図８００である。モバイルデバイス１１５－ｅは、図１、図２、図５、図６、および
／または図７を参照しながら説明したモバイルデバイス１１５の１つまたは複数の態様の
一例であり得る。モバイルデバイス１１５－ｅは、様々な構成のいずれかを有し得、パー
ソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ
、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（Ｄ
ＶＲ）、インターネット機器、ゲーミングコンソール、電子リーダーなど含まれるかまた
はそれらの一部であり得る。モバイルデバイス１１５－ｅは、モバイル動作を可能にする
ために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を有し得る。
【００７４】
　[0079]モバイルデバイス１１５－ｅは、プロセッサモジュール８１０、メモリモジュー
ル８２０、（（１つまたは複数の）トランシーバモジュール８３０によって表される）少
なくとも１つのトランシーバモジュール、（（１つまたは複数の）アンテナ８４０によっ
て表される）少なくとも１つのアンテナ、画像センサー４０５－ｂ、ならびに／または画
像および情報処理モジュール５１０－ｃを含み得る。これらの構成要素の各々は、１つま
たは複数のバス８３５を介して直接または間接的に互いと通信していることがある。
【００７５】
　[0080]メモリモジュール８２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または
読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリモジュール８２０は、実行されたとき、
照明器具に関連する情報を受信するための本明細書で説明する様々な機能をプロセッサモ
ジュール８１０に実施させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コン
ピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ）コード８２５を記憶し得る。代替的に、ソフトウ
ェアコード８２５は、プロセッサモジュール８１０によって直接的に実行可能ではないが
、（たとえば、コンパイルされ、実行されたとき）本明細書で説明する機能のうちのいく
つかをモバイルデバイス１１５－ｅに実施させるように構成され得る。
【００７６】
　[0081]プロセッサモジュール８１０は、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、Ａ
ＳＩＣなど、インテリジェントハードウェアデバイスを含み得る。プロセッサモジュール
８１０は、（１つまたは複数の）トランシーバモジュール８３０および／または画像セン
サー４０５－ｂを通して受信された情報、ならびに（１つまたは複数の）アンテナ８４０
を介した送信のために（１つまたは複数の）トランシーバモジュール８３０に送られるべ
き情報を処理し得る。プロセッサモジュール８１０は、単独でまたは画像および情報処理
モジュール５１０－ｃとともに、照明器具に関連する情報を受信する様々な態様を扱い得
る。
【００７７】
　[0082]（１つまたは複数の）トランシーバモジュール８３０は、パケットを変調し、変
調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ８４０に与え、（１つま
たは複数の）アンテナ８４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデム
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を含み得る。（１つまたは複数の）トランシーバモジュール８３０は、場合によっては、
１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールとし
て実装され得る。（１つまたは複数の）トランシーバモジュール８３０は、（１つまたは
複数の）アンテナ８４０を介して１つまたは複数のｅＮＢ１０５または他のデバイスと双
方向に通信するように構成され得る。モバイルデバイス１１５－ｅは単一のアンテナを含
み得るが、モバイルデバイス１１５－ｅが複数のアンテナ８４０を含み得る実施形態があ
り得る。
【００７８】
　[0083]画像センサー４０５－ｂは、図４、図６、および／または図７を参照しながら説
明した画像センサー４０５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。
【００７９】
　[0084]画像および情報処理モジュール５１０－ｃは、図５、図６、および／または図７
を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０の１つまたは複数の態様の
一例であり得る。例として、画像および情報処理モジュール５１０－ｃは、１つまたは複
数のバス８３５を介してモバイルデバイス１１５－ｅの他の構成要素の一部または全部と
通信しているモバイルデバイス１１５－ｅの構成要素であり得る。代替的に、画像および
情報処理モジュール５１０－ｃの機能は、コンピュータプログラム製品として、および／
またはプロセッサモジュール８１０の１つまたは複数のコントローラ要素として実装され
得る。
【００８０】
　[0085]図８のアーキテクチャによれば、モバイルデバイス１１５－ｅは、通信管理モジ
ュール８５０および／または状態モジュール８６０をさらに含み得る。通信管理モジュー
ル８５０は、他のモバイルデバイス１１５との通信を管理し得る。例として、通信管理モ
ジュール８５０は、バスを介してモバイルデバイス１１５－ｅの他の構成要素の一部また
は全部と通信しているモバイルデバイス１１５－ｅの構成要素であり得る。代替的に、通
信管理モジュール８５０の機能は、（１つまたは複数の）トランシーバモジュール８３０
の構成要素として、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジ
ュール８１０の１つまたは複数のコントローラ要素として実装され得る。状態モジュール
８６０は、現在のデバイス状態（たとえば、コンテキスト、認証、基地局関連付け、およ
び／または他の接続性問題）を反映および制御し得る。
【００８１】
　[0086]モバイルデバイス１１５－ｅは、基準（たとえば、地球）に関するモバイルデバ
イス１１５－ｅの配向を決定するための、加速度計またはジャイロスコープなど、配向セ
ンサー８７０をも含み得る。
【００８２】
　[0087]モバイルデバイス１１５－ｅの構成要素は、適用可能な機能の一部または全部を
ハードウェアで実施するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にま
たはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニ
ット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施され得る。他の実施形
態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回
路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセ
ミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、
１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマ
ットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。言及されたモジュールの
各々は、モバイルデバイス１１５－ｅの動作に関係する１つまたは複数の機能を実施する
ための手段であり得る。
【００８３】
　[0088]図９は、照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバ
イルデバイスを使用する方法９００を示すフローチャートである。明快のために、方法９
００について、図１、図２、図５、図６、図７、および／または図８を参照しながら説明
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したモバイルデバイス１１５のうちの１つに関して以下で説明する。一実装形態では、図
５、図６、図７、および／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュ
ール５１０は、以下で説明する機能を実施するためにモバイルデバイス１１５の機能要素
を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【００８４】
　[0089]ブロック９０５において、画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャす
る。照明指標は、図２および／または図３を参照しながら説明した照明器具２０５のうち
の１つなど、照明器具とコロケートされ得る。照明指標の画像がキャプチャされる画像セ
ンサーは、図４、図６、図７、および／または図８を参照しながら説明した画像センサー
４０５など、モバイルデバイス１１５の画像センサーであり得る。ブロック９０５におけ
る（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、および／または図８を参照しながら
説明した画像および情報処理モジュール５１０、ならびに／あるいは図６および／または
図７を参照しながら説明した画像キャプチャ管理モジュール６１０を使用して実施または
管理され得る。
【００８５】
　[0090]ブロック９１０において、照明指標の画像から照明指標の少なくとも１つの特性
を決定する。
【００８６】
　[0091]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
色を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、またはそれ
に隣接して配置された１つまたは複数の有色フィルタ（たとえば、照明指標）に対応する
少なくとも１つの色（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。ある場合には、照
明指標の画像の全体が特定の色を有し得る。他の場合には、少なくとも１つの色は、異な
る色の領域を含むパターンを定義する２つまたはそれ以上の色を含み得る。場合によって
は、照明器具のコーナーまたは他の識別可能な要素に関して指定される、パターンを読み
取る順序はアプリオリに指定され得る。
【００８７】
　[0092]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
パターンを含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、また
はそれに隣接して配置された有色フィルタ（たとえば、照明指標）の少なくとも１つの構
成に対応する少なくとも１つのパターン（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る
。照明されたとき、有色フィルタの構成は、異なる色の領域を含む少なくとも１つのパタ
ーンを生成し得る。追加または代替として、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの
上に、またはそれに隣接して配置された光遮断要素（たとえば、金属部分、ペイントされ
た部分、不透明部分、半透明部分など）の少なくとも１つの構成に対応する少なくとも１
つのパターンを含み得る。照明されたとき、光遮断要素の構成は、照明された領域と照明
されない領域（および／またはより明るい領域とあまり明るくない領域）を含む少なくと
も１つのパターンを生成し得る。光遮断要素の数およびサイズは、検出可能であるのに十
分であるが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉を回避するのに十
分小さいことがある。場合によっては、照明器具のコーナーまたは他の識別可能な要素に
関して指定される、パターンを読み取る順序はアプリオリに指定され得る。
【００８８】
　[0093]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
形状を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、またはそ
れに隣接して配置された少なくとも１つの形状（たとえば、照明指標）に対応する少なく
とも１つの識別可能な形状（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。形状は、た
とえば、照明された周縁を有する光遮断形状、または光遮断周縁によって画定される照明
領域であり得る。光遮断形状および／または光遮断周縁は、検出可能であるのに十分大き
いかまたは十分暗いが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉を回避
するのに十分小さいことがある。場合によっては、光遮断形状および／または光遮断周縁
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は、ある程度の光が通ることを可能にするが、照明のより明るいまたはあまり明るくない
フィールドの中で検出可能であるのに十分な光をフィルタ処理または反射し得る。
【００８９】
　[0094]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は照明指標内の少な
くとも１つの有色領域の位置を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明指標のコー
ナーに関する特定の位置（たとえば、８つの異なる位置のうちの１つ）を有する少なくと
も１つの有色領域を含み得る。
【００９０】
　[0095]ブロック９１０における（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、およ
び／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０、ならびに
／あるいは図６および／または図７を参照しながら説明した画像分析モジュール６１５を
使用して実施または管理され得る。
【００９１】
　[0096]ブロック９１５において、照明指標の少なくとも１つの特性に関連する情報を取
り出す。
【００９２】
　[0097]いくつかの実施形態では、取り出された情報は照明器具のロケーションを含み得
る。ロケーションは、たとえば、絶対ロケーション（たとえば、ＧＰＳ座標）またはマッ
プ（たとえば、フロアマップ）に関する照明器具のロケーションを含み得る。
【００９３】
　[0098]他の実施形態では、取り出された情報は、モバイルデバイス１１５を介した閲覧
または再生のためのテキスト情報、オーディオ情報、および／またはビデオ情報のうちの
少なくとも１つを含み得る。場合によっては、情報は、モバイルデバイス１１５が位置す
る場所に関する有用なおよび／または興味深い情報を含み得る。情報は広告をも含み得る
。
【００９４】
　[0099]情報は、（たとえば、モバイルデバイス１１５に記憶されたデータベースまたは
他の記憶構造から）ローカルでまたは（たとえば、ワイヤレス通信ネットワークを介して
アクセスされるデータベースまたは他の記憶構造から）リモートで取り出され得る。
【００９５】
　[0100]ブロック９１５における（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、およ
び／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０、ならびに
／あるいは図６および／または図７を参照しながら説明した情報取出しモジュール６２０
を使用して実施または管理され得る。
【００９６】
　[0101]したがって、方法９００は、照明器具に関連する情報を取り出すために使用され
得る。方法９００は一実装形態にすぎないこと、および方法９００の動作は、他の実装形
態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意
されたい。
【００９７】
　[0102]図１０は、照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモ
バイルデバイスを使用する方法１０００を示すフローチャートである。明快のために、方
法１０００について、図１、図２、図５、図６、図７、および／または図８を参照しなが
ら説明したモバイルデバイス１１５のうちの１つに関して以下で説明する。一実装形態で
は、図５、図６、図７、および／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理
モジュール５１０は、以下で説明する機能を実施するためにモバイルデバイス１１５の機
能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【００９８】
　[0103]ブロック１００５において、画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャ
する。照明指標は、図２および／または図３を参照しながら説明した照明器具２０５のう
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ちの１つなど、照明器具とコロケートされ得る。照明指標の画像がキャプチャされる画像
センサーは、図４、図６、図７、および／または図８を参照しながら説明した画像センサ
ー４０５など、モバイルデバイス１１５の画像センサーであり得る。ブロック１００５に
おける（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、および／または図８を参照しな
がら説明した画像および情報処理モジュール５１０、ならびに／あるいは図６および／ま
たは図７を参照しながら説明した画像キャプチャ管理モジュール６１０を使用して実施ま
たは管理され得る。
【００９９】
　[0104]ブロック１０１０において、照明指標の画像から照明指標の少なくとも１つの特
性を決定する。
【０１００】
　[0105]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
色を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、またはそれ
に隣接して配置された１つまたは複数の有色フィルタ（たとえば、照明指標）に対応する
少なくとも１つの色（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。ある場合には、照
明指標の画像の全体が特定の色を有し得る。他の場合には、少なくとも１つの色は、異な
る色の領域を含むパターンを定義する２つまたはそれ以上の色を含み得る。場合によって
は、照明器具のコーナーまたは他の識別可能な要素に関して指定される、パターンを読み
取る順序はアプリオリに指定され得る。
【０１０１】
　[0106]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
パターンを含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、また
はそれに隣接して配置された有色フィルタ（たとえば、照明指標）の少なくとも１つの構
成に対応する少なくとも１つのパターン（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る
。照明されたとき、有色フィルタの構成は、異なる色の領域を含む少なくとも１つのパタ
ーンを生成し得る。追加または代替として、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの
上に、またはそれに隣接して配置された光遮断要素（たとえば、金属部分、ペイントされ
た部分、不透明部分、半透明部分など）の少なくとも１つの構成に対応する少なくとも１
つのパターンを含み得る。照明されたとき、光遮断要素の構成は、照明された領域と照明
されない領域（および／またはより明るい領域とあまり明るくない領域）を含む少なくと
も１つのパターンを生成し得る。光遮断要素の数およびサイズは、検出可能であるのに十
分であるが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉を回避するのに十
分小さいことがある。場合によっては、照明器具のコーナーまたは他の識別可能な要素に
関して指定される、パターンを読み取る順序はアプリオリに指定され得る。
【０１０２】
　[0107]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
形状を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、またはそ
れに隣接して配置された少なくとも１つの形状（たとえば、照明指標）に対応する少なく
とも１つの識別可能な形状（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。形状は、た
とえば、照明された周縁を有する光遮断形状、または光遮断周縁によって画定される照明
領域であり得る。光遮断形状および／または光遮断周縁は、検出可能であるのに十分大き
いかまたは十分暗いが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉を回避
するのに十分小さいことがある。場合によっては、光遮断形状および／または光遮断周縁
は、ある程度の光が通ることを可能にするが、照明のより明るいまたはあまり明るくない
フィールドの中で検出可能であるのに十分な光をフィルタ処理または反射し得る。
【０１０３】
　[0108]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は照明指標内の少な
くとも１つの有色領域の位置を含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明指標のコー
ナーに関する特定の位置（たとえば、８つの異なる位置のうちの１つ）を有する少なくと
も１つの有色領域を含み得る。
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【０１０４】
　[0109]ブロック１０１０における（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、お
よび／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０、ならび
に／あるいは図６および／または図７を参照しながら説明した画像分析モジュール６１５
を使用して実施または管理され得る。
【０１０５】
　[0110]ブロック１０１５において、照明指標の少なくとも１つの特性に関連する情報を
取り出す。いくつかの実施形態では、取り出された情報は照明器具のロケーションを含み
得る。ロケーションは、たとえば、絶対ロケーション（たとえば、ＧＰＳ座標）またはマ
ップ（たとえば、フロアマップ）に関する照明器具のロケーションを含み得る。
【０１０６】
　[0111]情報は、（たとえば、モバイルデバイス１１５に記憶されたデータベースまたは
他の記憶構造から）ローカルでまたは（たとえば、ワイヤレス通信ネットワークを介して
アクセスされるデータベースまたは他の記憶構造から）リモートで取り出され得る。
【０１０７】
　[0112]ブロック１０１５における（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、お
よび／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０、ならび
に／あるいは図６および／または図７を参照しながら説明した情報取出しモジュール６２
０を使用して実施または管理され得る。
【０１０８】
　[0113]ブロック１０２０において、少なくとも照明器具のロケーションを使用して、方
法１０００を実施するモバイルデバイス１１５についてのロケーションベース情報を決定
する。場合によっては、ロケーションベース情報は、モバイルデバイス１１５が位置する
建築物、建築物領域、および／または部屋の識別情報を含み得る。ロケーションベース情
報は、同じくまたは代替的に、モバイルデバイス１１５と照明器具との間の推定距離を含
み得る。ロケーションベース情報はまた、モバイルデバイス１１５のロケーション（たと
えば、照明器具から受信された光の推定到来角、および／または画像センサーの照明領域
の形状、その照明領域は（たとえば、照明領域は照明指標の画像を含んでおり、その照明
指標は照明器具に関連すると決定されるので）照明器具に起因する、に基づくロケーショ
ンを含み得る。またさらに、ロケーションベース情報は、同じくまたは代替的に、照明器
具に関するモバイルデバイス１１５の配向を含み得る。配向は、場合によっては、画像セ
ンサーの照明領域の形状から導出され得、その照明領域は照明器具に起因する。
【０１０９】
　[0114]モバイルデバイス１１５の画像センサーを照明する複数の照明器具がある場合、
モバイルデバイス１１５の位置が（たとえば、地磁界（たとえば、ＧＰＳ座標系）または
マップ（たとえば、フロアマップ）に関して）決定され得る。
【０１１０】
　[0115]ブロック１０２０における（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、お
よび／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０、ならび
に／または図７を参照しながら説明したロケーションベース情報決定モジュール６３０を
使用して実施または管理され得る。
【０１１１】
　[0116]したがって、方法１０００は、照明器具に関連する情報を取り出すために使用さ
れ得る。方法１０００は一実装形態にすぎないこと、および方法１０００の動作は、他の
実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ること
に留意されたい。
【０１１２】
　[0117]図１１は、照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモ
バイルデバイスを使用する方法１１００を示すフローチャートである。明快のために、方
法１１００について、図１、図２、図５、図６、図７、および／または図８を参照しなが
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ら説明したモバイルデバイス１１５のうちの１つに関して以下で説明する。一実装形態で
は、図５、図６、図７、および／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理
モジュール５１０は、以下で説明する機能を実施するためにモバイルデバイス１１５の機
能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１１３】
　[0118]ブロック１１０５において、画像センサーの照明領域を識別する。照明領域は、
しきい値を超える輝度を有し得、照明器具によって放出される光に対応し得る。いくつか
の実施形態では、照明器具は、図２および／または図３を参照しながら説明した照明器具
２０５のうちの１つであり得る。照明領域が識別される画像センサーは、図４、図６、図
７、および／または図８を参照しながら説明した画像センサー４０５など、モバイルデバ
イス１１５の画像センサーであり得る。ブロック１１０５における（１つまたは複数の）
動作は、図５、図６、図７、および／または図８を参照しながら説明した画像および情報
処理モジュール５１０、図６および／または図７を参照しながら説明した画像キャプチャ
管理モジュール６１０および／または画像分析モジュール６１５、ならびに／あるいは図
７を参照しながら説明した照明領域識別モジュール７０５を使用して実施または管理され
得る。
【０１１４】
　[0119]いくつかの実施形態では、照明領域を識別することは、画像センサーから画像を
キャプチャすることと、十分に明るい画像のすべてのピクセルを識別するために、キャプ
チャされた画像をセグメント化することとを含み得る。これは、たとえば、ＨＳＶ）空間
（あるいは、ＲＧＢ空間またはＨＳＬ空間など、色を検出するための等価な空間）におい
て、または画像をグレースケールに変換した後に行われ得る。照明領域がＨＳＶ空間にお
いて識別される場合、照明領域は、しきい値を超える（たとえば、しきい値を上回る）値
（すなわち、Ｖ、輝度値）と、しきい値を超えない（たとえば、しきい値を下回る）彩度
（すなわち、Ｓ）とを有するピクセルの領域を識別することによって識別され得る。しき
い値は、画像センサーの現在使用されている露出設定の関数であり得る。しきい値と露出
設定との間の関係は、アプリオリに作表され、方法１１００を実施することが可能なモバ
イルデバイス１１５に記憶され得る。屋内環境における照明器具の一般的な輝度は予測し
やすいことがある（たとえば、屋内環境における照明器具は、指向照射条件の下で４００
～１０００ルクスの照度を生成するようにしばしば構成される）ので、そのような固定の
事前決定された表が形成され得る。
【０１１５】
　[0120]いくつかの実施形態では、照明領域を識別することは、照明領域の少なくとも１
つのコーナーまたは他の識別可能な要素を識別することを含み得る。たとえば、十分な輝
度の領域を識別した後に、領域の外周の輪郭が、ＦａｓｔＣＶライブラリなどのコーナー
検出アルゴリズムを使用して分析され得る。
【０１１６】
　[0121]ブロック１１１０において、照明指標の画像を識別する。照明指標の画像は、ブ
ロック１１０５において識別された照明領域によって少なくとも部分的に定義され得る。
照明指標は、照明領域がそれに対応する照明器具とコロケートされ得る。たとえば、照明
指標は、図２および／または図３を参照しながら説明した照明器具２０５のうちの１つと
コロケートされ得る。ブロック１１１０における（１つまたは複数の）動作は、図５、図
６、図７、および／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５
１０、図６および／または図７を参照しながら説明した画像キャプチャ管理モジュール６
１０および／または画像分析モジュール６１５、ならびに／あるいは図７を参照しながら
説明した照明指標識別モジュール７１０を使用して実施または管理され得る。
【０１１７】
　[0122]ブロック１１１５において、画像センサーの照明領域に関する照明指標の画像の
位置を決定する。ブロック１１１５における（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、
図７、および／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０
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、図６および／または図７を参照しながら説明した画像分析モジュール６１５、ならびに
／あるいは図７を参照しながら説明した照明指標位置決定モジュール７１５を使用して実
施または管理され得る。
【０１１８】
　[0123]ブロック１１０５において画像センサーの照明領域の少なくとも１つのコーナー
が識別される実施形態では、画像センサーの照明領域に関する照明指標の画像の位置を決
定することは、画像センサーの照明領域の少なくとも１つのコーナーに関する照明指標の
画像の位置を決定することを含み得る。
【０１１９】
　[0124]いくつかの実施形態では、照明指標の画像が、画像センサーの照明領域に関する
Ｐ個の可能な位置（またはスロット）のうちの１つを占有すると決定され得、照明領域の
コーナーに、したがって、照明領域がそれに対応する照明器具のコーナーに対するそれら
のＰ個の可能な位置はアプリオリに知られている。照明指標の画像によって占有される位
置は、たとえば、Ｐ個の位置の各々の中心ピクセルをサンプリングし、それらが非白色カ
ラーコンテンツ（または何らかの所定のカラーコンテンツ）を有するかどうかを決定する
ことによって決定され得る。たとえば、照明器具は、概して白色照明を与えるが、いくつ
かの色フィルタに対応する少量の非白色照明を与え得る。非白色カラーコンテンツを有す
る１つまたは複数のサンプリングされたピクセルは、照明指標が非白色ピクセルに対応す
る位置を占有することを示し得る。
【０１２０】
　[0125]ブロック１１２０において、照明指標の画像から照明指標の少なくとも１つの特
性を決定する。照明指標の少なくとも１つの特性は、少なくとも、画像センサーの照明領
域に関する照明指標の画像の位置を含み得る。
【０１２１】
　[0126]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
色をさらに含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、また
はそれに隣接して配置された１つまたは複数の有色フィルタ（たとえば、照明指標）に対
応する少なくとも１つの色（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。ある場合に
は、照明指標の画像の全体が特定の色を有し得る。他の場合には、少なくとも１つの色は
、異なる色の領域を含むパターンを定義する２つまたはそれ以上の色を含み得る。場合に
よっては、照明器具のコーナーまたは他の識別可能な要素に関して指定される、パターン
を読み取る順序はアプリオリに指定され得る。
【０１２２】
　[0127]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
パターンをさらに含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に
、またはそれに隣接して配置された有色フィルタ（たとえば、照明指標）の少なくとも１
つの構成に対応する少なくとも１つのパターン（たとえば、少なくとも１つの特性）を含
み得る。照明されたとき、有色フィルタの構成は、異なる色の領域を含む少なくとも１つ
のパターンを生成し得る。追加または代替として、照明指標の画像は、照明器具の中に、
それの上に、またはそれに隣接して配置された光遮断要素（たとえば、金属部分、ペイン
トされた部分、不透明部分、半透明部分など）の少なくとも１つの構成に対応する少なく
とも１つのパターンを含み得る。照明されたとき、光遮断要素の構成は、照明された領域
と照明されない領域（および／またはより明るい領域とあまり明るくない領域）を含む少
なくとも１つのパターンを生成し得る。光遮断要素の数およびサイズは、検出可能である
のに十分であるが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉を回避する
のに十分小さいことがある。場合によっては、照明器具のコーナーまたは他の識別可能な
要素に関して指定される、パターンを読み取る順序はアプリオリに指定され得る。
【０１２３】
　[0128]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は少なくとも１つの
形状をさらに含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明器具の中に、それの上に、ま
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たはそれに隣接して配置された少なくとも１つの形状（たとえば、照明指標）に対応する
少なくとも１つの識別可能な形状（たとえば、少なくとも１つの特性）を含み得る。形状
は、たとえば、照明された周縁を有する光遮断形状、または光遮断周縁によって画定され
る照明領域であり得る。光遮断形状および／または光遮断周縁は、検出可能であるのに十
分大きいかまたは十分暗いが、照明器具によって与えられる有用な照明への実質的な干渉
を回避するのに十分小さいことがある。場合によっては、光遮断形状および／または光遮
断周縁は、ある程度の光が通ることを可能にするが、照明のより明るいまたはあまり明る
くないフィールドの中で検出可能であるのに十分な光をフィルタ処理または反射し得る。
【０１２４】
　[0129]いくつかの実施形態では、照明指標の少なくとも１つの特性は照明指標内の少な
くとも１つの有色領域の位置をさらに含み得る。たとえば、照明指標の画像は、照明指標
のコーナーに関する特定の位置（たとえば、８つの異なる位置のうちの１つ）を有する少
なくとも１つの有色領域を含み得る。
【０１２５】
　[0130]ブロック１１２０における（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、お
よび／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０、図６お
よび／または図７を参照しながら説明した画像分析モジュール６１５、ならびに／あるい
は図７を参照しながら説明した照明指標特性決定モジュール７２０を使用して実施または
管理され得る。
【０１２６】
　[0131]ブロック１１２５において、照明指標の少なくとも１つの特性に関連する情報を
取り出す。
【０１２７】
　[0132]いくつかの実施形態では、取り出された情報は照明器具のロケーションを含み得
る。ロケーションは、たとえば、絶対ロケーション（たとえば、ＧＰＳ座標）またはマッ
プ（たとえば、フロアマップ）に関する照明器具のロケーションを含み得る。
【０１２８】
　[0133]他の実施形態では、取り出された情報は、モバイルデバイス１１５を介した閲覧
または再生のためのテキスト情報、オーディオ情報、および／またはビデオ情報のうちの
少なくとも１つを含み得る。場合によっては、情報は、モバイルデバイス１１５が位置す
る場所に関する有用なおよび／または興味深い情報を含み得る。情報は広告をも含み得る
。
【０１２９】
　[0134]情報は、（たとえば、モバイルデバイス１１５に記憶されたデータベースまたは
他の記憶構造から）ローカルでまたは（たとえば、ワイヤレス通信ネットワークを介して
アクセスされるデータベースまたは他の記憶構造から）リモートで取り出され得る。
【０１３０】
　[0135]ブロック１１２５における（１つまたは複数の）動作は、図５、図６、図７、お
よび／または図８を参照しながら説明した画像および情報処理モジュール５１０、ならび
に／あるいは図６および／または図７を参照しながら説明した情報取出しモジュール６２
０を使用して実施または管理され得る。
【０１３１】
　[0136]したがって、方法１１００は、照明器具に関連する情報を取り出すために使用さ
れ得る。方法１１００は一実装形態にすぎないこと、および方法１１００の動作は、他の
実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ること
に留意されたい。
【０１３２】
　[0137]場合によっては、方法９００、１０００、および／または１１００の１つまたは
複数の態様は組み合わせられ得る。
【０１３３】



(26) JP 2017-512296 A 2017.5.18

10

20

30

40

50

　[0138]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものではな
い。この説明全体にわたって使用する「例示的」という用語は、「例、事例、または例示
の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」を意味
しない。詳細な説明は、説明した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし
、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説
明した実施形態の概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造およ
びデバイスがブロック図の形式で示されている。
【０１３４】
　[0139]本明細書で説明した技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。
「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤ
ＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Univ
ersal Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、
ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リ
リース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８
５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケット
データ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤ
ＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは
、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile
 Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバ
イルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、
ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ
およびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴ
Ｓ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標
）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は
、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、
ＵＭＴＳ。ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェ
クト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記
載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェ
クト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文
書に記載されている。本明細書で説明した技法は、上記のシステムおよび無線技術、なら
びに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてＬ
ＴＥシステムについて説明しており、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用され
ているが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【０１３５】
　[0140]様々な開示した実施形態のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プ
ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。たとえば、
ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Conv
ergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬ
Ｃ）レイヤは、論理チャネルを介して通信するためにパケットセグメンテーションおよび
リアセンブリを実施し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先度処理と、トラ
ンスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実施し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リ
ンク効率を改善するためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッドＡＲＱ
（ＨＡＲＱ）を使用し得る。物理レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネ
ルにマッピングされ得る。
【０１３６】
　[0141]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
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号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光
場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１３７】
　[0142]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理
デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは本
明細書で説明した機能を実施するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装ま
たは実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プ
ロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状
態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、Ｄ
ＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携す
る１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成としても実装
され得る。プロセッサは、場合によっては、メモリと電子通信していることがあり、ここ
で、メモリは、プロセッサによって実行可能である命令を記憶する。
【０１３８】
　[0143]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令または
コードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲およ
び趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセ
ッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいず
れかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する
特徴はまた、機能の部分が、異なる物理ロケーションにおいて実装されるように分散され
ることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、
本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用さ
れる「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、
ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、Ａおよび
ＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１３９】
　[0144]コンピュータプログラム製品またはコンピュータ可読媒体はいずれも、ある場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピ
ュータ可読記憶媒体と通信媒体とを含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読
媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディス
クストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命
令またはデータ構造の形態の所望のコンピュータ可読プログラムコードを搬送または記憶
するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッ
サによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接
続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線
、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、ま
たは他のリモート光源から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイ
ストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒
体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、デ
ィスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレー
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ザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４０】
　[0145]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかになり、本明細
書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に
適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例また
は一事例を示すものであり、言及された例についての選好を暗示せず、または必要としな
い。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、
本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきであ
る。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月23日(2016.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスを
使用する方法であって、
　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャすることと、前記照明指標が前
記照明器具とは分離され且つ別個であり、前記照明器具とコロケートされ、前記照明器具
によって照明される、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定することと、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すこととを備える、
方法。
【請求項２】
　前記取り出された情報が前記照明器具のロケーションを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記照明器具の前記ロケーションが、フロアマップに関する前記照明器具の前記ロケー
ションである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも前記照明器具の前記ロケーションを使用して前記モバイルデバイスについて
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のロケーションベース情報を決定することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの色を備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が前記照明指標内の少なくとも１つの有色領
域の位置を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つのパターンを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのパターンが、異なる色の領域を含むパターンである、請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの形状を備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　しきい値を超える輝度を有する前記画像センサーの照明領域を識別することと、前記照
明領域が前記照明指標の前記画像を少なくとも部分的に定義する、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の位置を決定するこ
ととをさらに備え、
　ここにおいて、前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、前記画像センサーの前記
照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記画像センサーの前記照明領域を識別することが、前記しきい値を超える輝度を有す
るピクセルのセットを識別することを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記画像センサーの前記照明領域を識別することが、前記画像センサーの前記照明領域
の少なくとも１つのコーナーを識別することを備え、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定す
ることが、前記画像センサーの前記照明領域の前記少なくとも１つのコーナーに関する前
記照明指標の前記画像の前記位置を決定することを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、異なる色の領域を含むパターンをさらに
備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記取り出された情報が、前記モバイルデバイスを介した閲覧または再生のためのテキ
スト情報、オーディオ情報、またはビデオ情報のうちの少なくとも１つを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項１５】
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスで
あって、
　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャするための手段と、前記照明指
標が前記照明器具とは分離され且つ別個であり、前記照明器具とコロケートされ、前記照
明器具によって照明される、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定するための手
段と、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すための手段とを備
える、モバイルデバイス。
【請求項１６】
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　前記取り出された情報が前記照明器具のロケーションを備える、請求項１５に記載のモ
バイルデバイス。
【請求項１７】
　前記照明器具の前記ロケーションが、フロアマップに関する前記照明器具の前記ロケー
ションである、請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項１８】
　少なくとも前記照明器具の前記ロケーションを使用して前記モバイルデバイスについて
のロケーションベース情報を決定するための手段をさらに備える、請求項１６に記載のモ
バイルデバイス。
【請求項１９】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの色を備える、請求項１５
に記載のモバイルデバイス。
【請求項２０】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が前記照明指標内の少なくとも１つの有色領
域の位置を備える、請求項１５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２１】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つのパターンを備える、請求
項１５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのパターンが、異なる色の領域を含むパターンである、請求項２１
に記載のモバイルデバイス。
【請求項２３】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの形状を備える、請求項１
５に記載のモバイルデバイス。
【請求項２４】
　しきい値を超える輝度を有する前記画像センサーの照明領域を識別するための手段と、
前記照明領域が前記照明指標の前記画像を少なくとも部分的に定義する、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の位置を決定するた
めの手段とをさらに備え、
　ここにおいて、前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、前記画像センサーの前記
照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を備える、請求項１５に記載のモバ
イルデバイス。
【請求項２５】
　前記画像センサーの前記照明領域を識別するための前記手段が、前記しきい値を超える
輝度を有するピクセルのセットを識別するための手段を備える、請求項２４に記載のモバ
イルデバイス。
【請求項２６】
　前記画像センサーの前記照明領域を識別するための前記手段が、前記画像センサーの前
記照明領域の少なくとも１つのコーナーを識別するための手段を備え、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定す
るための前記手段が、前記画像センサーの前記照明領域の前記少なくとも１つのコーナー
に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定するための手段を備える、請求項２４
に記載のモバイルデバイス。
【請求項２７】
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、異なる色の領域を含むパターンをさらに
備える、請求項２４に記載のモバイルデバイス。
【請求項２８】
　前記取り出された情報が、前記モバイルデバイスを介した閲覧または再生のためのテキ
スト情報、オーディオ情報、またはビデオ情報のうちの少なくとも１つを備える、請求項
１５に記載のモバイルデバイス。
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【請求項２９】
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスで
あって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャすることと、前記照明指標が
前記照明器具とは分離され且つ別個であり、前記照明器具とコロケートされ、前記照明器
具によって照明される、
　　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定することと
、
　　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すことと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、モバイルデバイス。
【請求項３０】
　照明器具に関連する情報を取り出すための命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体であって、前記命令は、
　画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャするための命令と、前記照明指標が
前記照明器具とは分離され且つ別個であり、前記照明器具とコロケートされ、前記照明器
具によって照明される、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定するための命
令と、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すための命令とを備
える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
　[0145]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかになり、本明細
書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に
適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例また
は一事例を示すものであり、言及された例についての選好を暗示せず、または必要としな
い。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、
本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきであ
る。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスを
使用する方法であって、
　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャすることと、前記照明指標が前
記照明器具とコロケートされる、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定することと、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すこととを備える、
方法。
［Ｃ２］
　前記取り出された情報が前記照明器具のロケーションを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記照明器具の前記ロケーションが、フロアマップに関する前記照明器具の前記ロケー
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ションである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　少なくとも前記照明器具の前記ロケーションを使用して前記モバイルデバイスについて
のロケーションベース情報を決定することをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの色を備える、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ６］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が前記照明指標内の少なくとも１つの有色領
域の位置を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つのパターンを備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記少なくとも１つのパターンが、異なる色の領域を含むパターンである、Ｃ７に記載
の方法。
［Ｃ９］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの形状を備える、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ１０］
　しきい値を超える輝度を有する前記画像センサーの照明領域を識別することと、前記照
明領域が前記照明指標の前記画像を少なくとも部分的に定義する、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の位置を決定するこ
ととをさらに備え、
　ここにおいて、前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、前記画像センサーの前記
照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記画像センサーの前記照明領域を識別することが、前記しきい値を超える輝度を有す
るピクセルのセットを識別することを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記画像センサーの前記照明領域を識別することが、前記画像センサーの前記照明領域
の少なくとも１つのコーナーを識別することを備え、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定す
ることが、前記画像センサーの前記照明領域の前記少なくとも１つのコーナーに関する前
記照明指標の前記画像の前記位置を決定することを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、異なる色の領域を含むパターンをさらに
備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記取り出された情報が、前記モバイルデバイスを介した閲覧または再生のためのテキ
スト情報、オーディオ情報、またはビデオ情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ１５］
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスで
あって、
　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャするための手段と、前記照明指
標が前記照明器具とコロケートされる、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定するための手
段と、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すための手段とを備
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える、モバイルデバイス。
［Ｃ１６］
　前記取り出された情報が前記照明器具のロケーションを備える、Ｃ１５に記載のモバイ
ルデバイス。
［Ｃ１７］
　前記照明器具の前記ロケーションが、フロアマップに関する前記照明器具の前記ロケー
ションである、Ｃ１６に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ１８］
　少なくとも前記照明器具の前記ロケーションを使用して前記モバイルデバイスについて
のロケーションベース情報を決定するための手段をさらに備える、Ｃ１６に記載のモバイ
ルデバイス。
［Ｃ１９］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの色を備える、Ｃ１５に記
載のモバイルデバイス。
［Ｃ２０］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が前記照明指標内の少なくとも１つの有色領
域の位置を備える、Ｃ１５に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２１］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つのパターンを備える、Ｃ１
５に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのパターンが、異なる色の領域を含むパターンである、Ｃ２１に記
載のモバイルデバイス。
［Ｃ２３］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が少なくとも１つの形状を備える、Ｃ１５に
記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２４］
　しきい値を超える輝度を有する前記画像センサーの照明領域を識別するための手段と、
前記照明領域が前記照明指標の前記画像を少なくとも部分的に定義する、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の位置を決定するた
めの手段とをさらに備え、
　ここにおいて、前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、前記画像センサーの前記
照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を備える、Ｃ１５に記載のモバイル
デバイス。
［Ｃ２５］
　前記画像センサーの前記照明領域を識別するための前記手段が、前記しきい値を超える
輝度を有するピクセルのセットを識別するための手段を備える、Ｃ２４に記載のモバイル
デバイス。
［Ｃ２６］
　前記画像センサーの前記照明領域を識別するための前記手段が、前記画像センサーの前
記照明領域の少なくとも１つのコーナーを識別するための手段を備え、
　前記画像センサーの前記照明領域に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定す
るための前記手段が、前記画像センサーの前記照明領域の前記少なくとも１つのコーナー
に関する前記照明指標の前記画像の前記位置を決定するための手段を備える、Ｃ２４に記
載のモバイルデバイス。
［Ｃ２７］
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性が、異なる色の領域を含むパターンをさらに
備える、Ｃ２４に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２８］
　前記取り出された情報が、前記モバイルデバイスを介した閲覧または再生のためのテキ
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スト情報、オーディオ情報、またはビデオ情報のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１５
に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２９］
　照明器具に関連する情報を取り出すための画像センサーを装備したモバイルデバイスで
あって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　　前記画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャすることと、前記照明指標が
前記照明器具とコロケートされる、
　　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定することと
、
　　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すことと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、モバイルデバイス。
［Ｃ３０］
　照明器具に関連する情報を取り出すための命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体であって、前記命令は、
　画像センサーにおいて照明指標の画像をキャプチャするための命令と、前記照明指標が
前記照明器具とコロケートされる、
　前記照明指標の前記画像から前記照明指標の少なくとも１つの特性を決定するための命
令と、
　前記照明指標の前記少なくとも１つの特性に関連する情報を取り出すための命令とを備
える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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